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て と な で と 生 な み 
描い い は す の ん か 
いう か ド る 心 で な 
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花火 師 の 息子 ・ 攻 太 と 見 習い の キリ ト 。 


打ち 上 げ を 明日 に 控え た 日 、 キ リト の 母国 


メン ビュ ン と の 戦争 が 始ま る 。 
打ち 上 げ る は ず だ っ た 花火 玉 だ け を 残し 、 


人 は 戦争 に 引き 製 か れ て いく 。 
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回 先生 の も と に 、 一 人 の 男子 生徒 が 相談 に 
来る 。 彼 は ある 理由 か ら 、 魔 法 で 「 ひ ね る ] 
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セー コラ グ 2・ 


*3 合 併 号 ( 今 号 ) 掲 載 二 


po あま ュー 


て 生ま れ た 子供 の 様子 を ブ 
ログ に あげ て いた 5 ら 」 と い 
う 、 興 味 を 引か れる 企画 が 
素晴らし いで す 。 突 拍子 も な い 設定 で あり 
な が ら 、 子 供 の 動作 な ど 細 か い 描 写 が 丁 : 
寧 で 、 リ アリ ティ を 底上げ し て くれ て いま : 
す 。 透 明 感 の ある 絵柄 も O。 線 が 不慣れ : 
な 点 が クリ ア で きれ は 最高 で す 。 (天山 ) 


帳 隊 rms 


: 地 よく 読ま せる 技量 に 敬服 し まし た 。 ( 姜 ) 


衣 香 
記 


導入 部 の 玩具 を 取り 合う 子 1 

か ら 、 愚 閣 、 ブ ログ と いう 道具 

| 立て まで 生々 し く 、 そ こ に ファ 
] ンタ ジー 証 が 光り 込ん で い は 


: る ん だ か ら 目 が 離せ ませ ん 。 た し か に 一 番 大 : 
: ティ を 感じ まし た 。 「 ブ ログ 」 と いう 形式 を 使っ 


事 な 自 問 自 答 に 対し て 答え を 出さ な か っ た り 
締め の 台詞 も 意味 が わか ら な か っ た り し て : 
煙 に 巻 か れ た 気分 に な り ま す が 、 そ れ で も 心 


D モ ニン グ 2・3 全 傍 号 ( 今 号 ) 掲 載 二 
谷 式 サド 「 玉 アツ 」 に 掲載 !! 


[その 花 は 火薬 の e や = っ! 
に お い が し た | 


花火 師 の 息子 ・ 勘 太 は 、 隣 国 ベ ノビ イフ 出身 で 同年 代 の キリ ト て 花火 師 の 修業 に 


励 た 毎日 。 し か し 、 二 人 で 作っ 
て の 戦争 が 勃発 。 キ リト は 帰国 し 、 


と て も 力 の ある 作者 だ と 思い : 


ます 。 で も 惜しい 。 戦 争 と いう 
人 題材 を 扱い な が ら 、 そ の 重 さ が 


M 


帳 了 ms 


る 作品 に な っ た の で は ? 雰囲気 に 流れ ず 


の 完成 度 も あげ て ほし いで すね 。 ( 実 倉 ) 


(流さ ず ) に し っ か り と 絵 を 描き こん で 原稿 : 


た 花火 を 打ち 上 げ る は ず だ っ た | 


描け て いな い 。 こ こ を し っ か り : 
描け て いれ は 、 敗 戦 の 翌日 に 花火 を 打ち 上 : 
げ る 高揚 感 が ぐっ と 際立っ て も っ と 心 畠 さ ぶ : 


め 、 シ ー ン が きっ ちり 見 えて る 描き 手 だ な と 
思う 。 デ ジタル ゆえ な の か 作画 が チト 雑 で 、 
興 趣 を 削 が れ た 面 が ある 。 情 景 を も っ と つ 
: ぶさ に 演出 し て ほし か っ た 。 (藤沢) 


時 へ 


置 可 の 3 ペー ジ で 一 気 に 心 を 多 

まれ 、 ペ ー ジ を めく る 手 が 止ま り 

ませ ん で し た 。 フ ァ ンタ ジ ッ ク な 

呈 半 世界 な が ら も 、 主 人 公 の 悩み や 
思い に 共感 する こと が で き 、 キ ャ ラ に リア リ 


て スト レス な < く 情報 を 伝え よう と する 工夫 も よ 
か っ た で す 。 作 者 が 「 読 者 」 を きち ん と 意識 し 


: て いる と いう こと が 伝わっ て きま し た 。 (宮川 ) 


タッ チ が 独特 で 、 あ た た か み の 
: 剛 環 | ある 総 が と て も 経 力 的 な 作品 
: に ワ で す 。 ク ライ マッ クス の 見 開き 

INS が を 見 た と き に は 、 思 わ ず た め 
: 息 が 出 まし た 。 ま た 主要 キャ ラク ター の 中 で 
: は 、 キ リト が 釣 力 的 で 印象 に 残り まし た 。 出 

演 シー ン は と て も 少な い の で すか が 、 顔 や 髪 

型 な どの 造形 が ちゃ ん と カッ コ 良 く 描け て 
: いて 記憶 に 残っ て いま す 。 (福島 ) 


N 


せ ⑯10m+ 
公式 サド 「 所 アイ 」 に 掲載 !! 


ま て ん で の 人 間 
が 魔 法 を 使え る 世界 の 、 て む 
中 学校 。 りつ も は ガラ フ て と 
し て いる スク ー ル カウ フ セ 
ラー・ 瑞 樹 先生 の 相談 室 に 、 
高い 魔力 を 誇る 生徒 ・ 中 島 
が や っ て くる 。 担任 の 言い りつ 
け を 守ら ぎ 自 由 気まま に 振る 
舞う 彼 の 悩み と は 一 一 。 


洗濯 も の を 取り 出 そ う と コイ 
フラ ンド リー の 乾燥 機 の 中 に 
手 を 伸ばし た 少年 は 、 乾 燥 機 
の 中 に ぷら さがっ た 腕 を 発 
見 。 掘っ て みる と 、 そ の 腕 は 千 
切れ て し まう 。 家 に 持 訪 帰 る 
て 、 そ の 夜 、 腕 の 持ち 主 だ て い 
う 少 女 が 現 ネ ーー。 


千 切 れ た 腕 、 コイ ン ラ ンド リー に 捨て られ た み 女 、 


ぴっ た りな 優し い 線 が 区 力 的 で し た 。 し か し 、 惜 し お らく は 話 
づく り と 画面 構成 少年 た ちの 悩み が 表面 的 に な っ て し まっ 
て いる と ころ や 、 主 人 公 で ある は ず の 教師 が 終盤 まっ た く 登 
場 し な いこ と 、 何 より の 武器 で ある 絵 に 印象 に 残る コマ や 
ー ン が 少な い の が 残念 で し た 。 自 身 の ス トロ ング ポイ ント 
を 見 せつ つ 、 さ ら に 味わい 深い 作品 を 描い て くれ る こと を 期待 し ます !( 外 岡 ) 


負 期 符 交 
[あり さ の 


N 両親 へ の 復讐 … 


で み b よう じろう 


砂川 洋次 朗 
( 折 奈 川 県 26 基 


親友 の か りさ が 死ん で 1 ヵ月 、 詩 子 は 線香 を か 
げに あり さ の 実家 を 訪れ る 。 か りさ が 育っ た 場所 
で 、 あ りさ の 弟 て 在り し 日 の か りさ の 思い 出 を 語る 
請 子 。 ぶ りさ と の 思 い 出 が 蘇る に つて 、 詩 子 の 


海 沿い の 町 に 住む 主人 公 に は 、 付 き 合っ て 
3 ヵ月 に な る 彼女 が いる 。 彼 は 心 

る ご と が お る 。 それ は 、 今 日 の 午後 4:45、 
スペ ー ス シャ トル が 打ち 上 げ ゞ る その 明 
間 に 、 初 か て の キス を する マ 


「 信 ロケ ッ ト が 打ち あがる 刀 間 、 

僕 は 初め て の キス を する 」 た っ た そ 

人 k、( し 人 】 で だ け で 、 物 馬 の 求 カ に な る ん 

幸 昌 で すね 。 読み 終え て 、 僚 か し さと と 

レー | に [吉本 の ぁ の 時 、 も っ と こう 

すれ ば よかっ た 」「 あ の 隔 一 歩 踏 み 出 し て いた 

5……」 と いう 甘 配っ ぱい 後 必 の 感情 を 抱き まし 

た 。 ほん の 一 骨 で すか が 、 青 春 を 取り 戻し た 所 分 
で す 。 あり が と う ! ( 叶 ) 


大 切な 友人 を 失っ た 主人 公 の 悲し 

みか が 、 画面 か ら ひ し ひし と 伝わっ て 

きま す 。 読み 手 の 感 情 を 確か に 揚 

さぶ る 提 写 力 、 そ し て 透明 感 の ある 

引 キャ ラ に 、 大 い に 魅 力 を 感じ まし 

た 。 た だ 、 ス トー リー は ちょ っ と 平板 。 最後 の 

ペー ジ で 読者 を どん な 気持 ち に させ た いか を 

も っ と 強く 意 議 し て 、 次 回 作 に は 取り 組ん で ほ 
し いで す 。 (大道 ) 


業 | マン ガ 作 品 を 葛 集 し ます 。※ 原 作 や イラ スト は 受け 付け て お り ま せん 。 人 


る プロ ・ ア マ は 問い ませ ん 。 
Web か ら の 応募 も 可能 で す (詳細 は 応募 先 を ご 覧 くだ さい ) 。 


の 


は 特 


人 @ 商 業 誌 未 発表 の オリ ジ ナ ル 作 品 の み 募集 し ます (同人 誌 で の 発表 作品 は 可 )。 旬 デ ジタル 原稿 の 応募 も 受け 付け ます 。 
人 @ 応 募 作 全 作 に 講評 を 付け て 、 郵 送 に て お 戻し 致し ます 。 


。 ダー ク な 要素 で 冒頭 か ら 強 引 に 


\| 興味 を 意 き つけ られ る 。 そし て グロ テス ク な 世界 観 
信 ] の 中 に 了 り ば め ら れ た 少年 と 少女 の 思春 期 の と き 
めき に いつ の 間 に か 希望 を 抱き 、 少 女 が 世界 の 素 
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〒112-8001 東京 都 文京 区 音 層 2-12-21 講 談 社 
モー ニン グ 編 集 部 「 モ ー ニ ング ゼロ 2016 12 月 期 応募 係 
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募 945-9155( 下 通 
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Wcb 電 の 場合 け フチ う 
公式 サイ ト 「 モ アイ 」 


Http://mOrmimg.m0a6.j/ 
国人 人 還 月 6( 抽 モー ニン グ や ロ な | 
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